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パンカジェネ河流域の土地利用

- 山地と海岸の対比の視点から-

局 谷 好 一 *

LandusealongthePan皇kajeneRiver,SouthSulawesi

Yoshika.zu TAKAYA*

Wet-ricecultivationin liantimurungJamoun-

tainvillagelocatedontheupperreachesofthe

Pangkajeneriver,ischaracterized by non-plow

cultivationinsmallswalessurroundedbylimestone

cliqs･ InLabakkang,asmalltownlocatednear

themouthofthesameriver)theplowisafunda-

mentaltoolforricegrowlng. Besidesriceculti-

vation?fish-raisingandsalt-makingareimportant
activities. Thisisanareawhere】anduseismoreor

lesscommercialized･ From theviewpolntOfrice-

ま え が き

この小論では, パ ンカジェネ (Pangkaje-

ne)河流域にある二つの集落の土地利用の描

写を行なっている｡ 二つの集落とは,一つは

この河 の ほぼ最上流にあるパ ンティムルン

(Bantimurung) であり, いま一つは下流の

三角州にあるラバ ッカン (Labakkang)であ

る｡ この2集落の実態をみることによって,

環境形成史という観点からみた時の,南スラ

ウェシの山地と海岸の意味を考えてみようと

するものである｡

*京都大学東南アジア研究センター; TheCenter
forSoutheastAsianStudies,Kyoto University
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culturegeneology,Bantlmurung'Sricecultureis

genuineMalay,asindicatedbythepracticeof

抄̀ occa,Orpreparingthesoilbytrampling,while

thatofLabakkangischaracterizedbymanyele-

mentsofIndianorlgln･ SouthSulawesi)sagrlCtl]-
turecanthusbeseenasacombinationofmountain

agrlCultllre,Which iseconomicallyself-contained

andculturallymoreMalay,andcoastalagriculture,
whichismoremarket-orientedandmorelndianin

Orlgln･

Ⅰ パンティムルンの土地利用

パ ンティムルンは石灰岩山地の深い山ふと

ころに抱かれた仙境にも似たところである｡

ここはほぼ完全な自給集落であり,3種類の

農地を持っている｡石灰岩凹地の湿田と非石

灰岩地帯の棚田,それに焼畑から転 じたと思

われる畑である｡ このうち,石灰岩凹地の湿

田は,現存する面積においても,また長い歴

史を持っているという意味においても,最も

重要な農地である｡以下,この章ではこの湿

田を中心にパ ンティムルンの農業を概述 して

みたい｡

トi 石灰岩凹地の稲作

a) 石灰岩凹地の環境
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パ ンティムルン近辺の地質は石灰岩と火山

岩,砂岩,頁岩などからなっている｡ そのう

ち,石灰岩は南画風の絶壁をいたるところに

直立させ,その景観は剛的である｡一方,その

他の岩は丸味を帯びて緩やかな斜面を作り,

その風景は女性的である｡ 土壌的にもこの二

つはまた対席的である｡ 石灰岩地区はふつう

土壌を欠 く｡ ただ,絶壁で囲まれた凹地など

に,少 しばかりの黒土がつめ込まれていると

いった感じである｡ これに比べて,非石灰岩

地区では赤味を帯びた粗粒な土が斜面を比較

的広 く覆っている｡

石灰岩凹地は,いわゆるカルス ト凹地であ

る｡ すなわち,地下溶融で空洞を生 じた石灰

岩地盤が陥没 し,その結果生 じた凹地である｡

したがって,凹地自体はけっして平坦ではな

く,デコボコしており,石灰岩の岩塊で満ち

ている｡沖積平野のような厚い土壌の発達は

なく,わずかばかりの黒色粘土がそうした岩

塊の問にたまっているといった格好である｡

こういう地質状態であるから,漏水や湧水

が多 く,水条件は極めて特異である｡ 実際に

圃場をみてみても,ふつうの水田と異なると

ころが多い｡例えば,田植え期に最もよく目

につくことは,湛水 した田面に直径20-30cm

ぐらいの渦を生 じて,水が地下に落ち込んで

いることである｡ こうした落込み穴はルパ ン

(lubang)と呼ばれている｡ ひどい場合は,

1筆に2カ所も3カ所もそういうのがある｡

百姓はこういう吸込み穴をみつけ次第埋めて

いるが,それでもまた.新 しい穴から落ち込

んでいるのがみられる｡ 私がパ ンティムルン

でみた最大 の割れ 目は石灰岩に接 して,幅

2m,長さ 10m,深さ 4m のものであった｡

さすがに,こうした大きな割れ目は埋めるこ

とはできない｡その周辺に一種の築堤を行な

って,水の落ち込むのを防いでいる｡また,

これほど大きくなくとも,埋められないとこ

ろは土をもって穴を囲み込んでいる｡ また,

こうして囲み込まなければ穴がどんどん大き

くなるという｡

逆に,田中には稀に自噴孔がある｡ こうい

う自噴孔のまわりには,これまた小さい土手

を築いて,そこを一種の池にしている｡図1

に自噴孔と記したものは湧口の直径 2-3cm

であるが,それを中心に直径4m ぐらいのと

ころを池としている｡ また,ところによって

は,金魚藻に似た水草の生えた沼があるし,

腰までもぐるような極めて泥深な田もある｡

植付け準備期に,私どもはここを歩いたが,

こうした水田がいかに歩行 しにくいものであ

るかば十分に思い知 らされた｡不注意に歩 く

と,突如非常な深みに落ち込むし,もっと悪

いことには,溶融されて刃のようになった石

灰岩の角が,泥中といわず地表といわず,い

たるところにあるのである｡ 私どものひとり

は.バ ランスを失 した拍子にこうした岩の一

つにもたれかかって腕を切ったことがある｡

b) 稲作の模様1)

･h il∴

本田準備の方法を画一的に述べることはで

きない｡なぜなら,田面の様子が実に千差万

別だからである｡例えば,非常に泥深い田で

は人々は素手でそこに入って,手と足で草を

踏み込んで (appocca),それで地ごしらえと

する｡ それほど泥深くなくても,岩塊がいた

るところに突っ立っているよ うな ところで

は,体を岩の間に滑り込ませるようにして鍬

で田打ちをすることもある｡

畜力を利用する前には,踏耕 (appocca)が

一般に行われていた耕法だという｡動物と型

の導入後も,土地の事情によっては踏桝が行

われていた｡現在でも数筆の深田では踏桝が

行われている｡水牛による蹄耕 (appabonda)

は現在はないが,昔はしていたといわれる｡

それによれば, 2-3人が共同で水牛を10-15

1)ブギス地域での稲作については Pelras[1974]
を参照されよ｡
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図 1 パンティムルンの水田 (測量を行なっていないので,
境界は模式的なものである)

図1に番号で示された地点の説明

① 井堰｡幅約2m｡水位は約0.5m高められる｡こ
の井堰の上流にも,1960年代に開田された水田が
ほんの少しある｡

◎～④ カラエンの桑田｡
(身 幅 1mの流れ｡まわりにはサゴヤシ多し｡

⑥ 石灰岩の小露頭が極めて多く, 極端な場合に

頭集めて,①水牛を田に追い込んで 3回 ぐら

いまわる,(参5日か ら1週間 ぐらい して革が

腐 るのを待 って砕土板を曳 き,その後水を溜

めてお く,(参さらに3日ほどして手で雑草を

とる,④さらにまた 3日ほどして田植えを始

める, といった具合であった｡

現在ではしか し, ここにはすでに確立 した
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は,岩の間に身をすり入れて鍬がけ

しなければならない田｡

(事～@ 1981年現在,アポッチャで本
田準備をしている田｡

⑩ 田中にある湧水｡湧口を中心に直

径 4m ぐらいのところを土手で囲っ
て池としている｡

⑳～⑩ 金魚藻に似た水草とオモダカ

に似た草多し｡ほとんど年中湛水し

ている｡泥深く,膝あたりまでもぐ

る｡

⑱ 湧水｡ これをとりまいて直径 2m

ぐらいのところが土手で囲われ池と

なっている｡

⑭ 泥深い田｡ところどころに膝ぐら

いまでもぐるところあり｡

⑲ 直径5cmぐらいの吸込み口｡湛水
期には,ここから盛んに地中に水が

落ち込む｡
⑲ 石灰岩が直径 7-8mで環状になら

ぴ,その中央が競い泥土を持つ池状

になっている｡

⑰ 極めて泥深く,年間の多くの期間

湛水している｡この田では,1981年
現在,アポッチャを行なっている｡

⑬ この周辺は広く,泥の薄い田が続

く｡湛水させるのが困難な田｡
⑲ 幅1.5mの川｡
⑳ 泥深くはないが,極めて長期に湛

水するらしく,金魚藻に似た草多い｡

㊧ 直径 10cm ぐらいの吸込み口｡

⑳ 直径 1.5m ぐらいでジョーゴ型に

開いた吸込みロ｡そのまわりには土
手を築いて,水の落ち込むのを防止

している｡

⑳ 石灰岩に接した水田中の割れ目｡幅2m,長さ10
m,深さ4m｡

㊧ ⑩と同じ川｡ここでは幅0.5mにせばまり,水量
も著しく減じている｡

㊨ 川(手,⑤の末流｡幅 4m になり,水量は著しく増
大している｡

型耕耕作法があり,それは次の通 りである｡

すなわち,まずパ ジェコ (pa'jeko,ブギス語

では rakkala) と呼んでいる型をかける｡ こ

れは2頭曳 きで反時計まわ りにまわる｡ その

後10日ほどして,耕起 された土が柔 らか くな

ったころ,イサ ラ (isara)と呼んでいる砕土

板を曳 く｡ これは長 さ 1.5m ぐらいの一種
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のエブリである｡ 重 しをつけるために,泥や

草をおいたり, 幼児 がその上にのったりす

る,これを牛に曳かせる｡ そして,その直後

にもう1度梨をかける｡ これはパ リッ(bali')

と呼ばれる｡その後,中2日ほどおいて,今

度は馬鍬をかける｡ 馬鍬はサラガ (salaga)

と呼ばれている｡ サラガかけの目的は砕土と

均平化であるが,これは次の4段階を経て漸

次仕上げ-持ってゆ くという｡ サラガ･タム

バ ン (salagatambang),サラガ･タムバ ン･ビ

チ ュ (salagatambangbiccu),サラガ･パシア

ラ (salagapasiara),それにサラガ･パ ッレバ

(salagapalleba)である｡ こうした作業は共

同 (makkio,原義は ｢人を呼ぶ｣)で行われ

るので,多い時には1筆中に20頭,すなわち

10組 もの牛が入って壮観であるという｡ サラ

ガ･パ ッレバの終った田は土の塊がな くて,

ちょうど小麦粉をといた時のようにドロドロ

していなければならないという｡

雨が降り続いてあまり水が多いと土が塊に

なって しまい砕れにくいので,サラガを何回

も繰り返さねばならない｡また,最初の雨は2

週間ほど続 くが,やりかけた田はこの期間内

に本田準備を終えて しまわねばならない｡何

故なら雨が上がって圃場が乾いてしまうと,

もう1度初めか らやりなおさね ばな らな い

(kapoleang)からである｡ もし,半分や りか

けて,そのままずっと雨が釆ないと,休耕田

(ku'lang)にせざるをえない｡ 濯鶴のないと

ころでは現在でもそうであるが,昔はこうし

た休耕田が多かったという｡

本田準備が始まると,それと並行 して畦ぬ

り (a'tungkasa)を行わなければならない｡

これは,水を保つためと,ネズ ミがそこに住

まないように行 う｡鍬で下の田から土を畦に

上げ (pa'bua'),上の田の壁から手でぬって

(jampi) ゆく｡これをするのは上の田の所有

者である｡

耕超 の終 った水 田には木の葉 (daunja-

mbubiji)をその中央に立てる｡ これは水牛

や人が入ってはいけないことを示すためのも

のである｡

苗代

苗代準備 (pallapak binenge)は次の順序

で行われる｡ ①鍬がけ,(封水を入れる,(釘砕

土板 (イサラ)をかける,④型をかける (パ

リッ),①再び砕土板をかけ, 5-10cm の水

深に保つ,(釘1日おいてから播種を行 う｡ こ

のように苗代田には馬鍬はかけない｡理由は

深耕すると,宙が張って しまって酋取りがし

にくいか らだという｡こうして播種された苗

代は水牛や猪が入 らないように厳重な柵賄い

をする｡

播種用の種子作 りは,種籾用に残 してあっ

た穂束を男がゴザの上で足で踏みにじって行

う｡ そして,これをココヤシの葉で編んだ袋

(kamboti)に入れて 2昼夜流水につける.そ

の後, 家に2-3晩おいてお くと催芽するの

で,これを苗代に播 く｡

苗代の位置は特異である｡ 村には苗代地と

いうものがいくつかあって,そこに村の苗代

の総てが作 られている｡ こうした苗代団地は

図 1に示されたように,湿地の外側に,む し

ろ石灰岩の露出する高みにある｡ より正確に

いうと,高みだけれど水を引いてこられるよ

うな位置にある｡ そうした位置は広いまとま

りを持っていない｡したがって,1筆ずつの苗

代は猪の額のようなところに作 られていて,

それが岩塊と薮 に挟まれて,高位,低位さま

ざまなところに散 らばっている｡

籾の浸水から播種までの問には,いろいろ

な儀礼があるO-部は Pelras[1974]に報告

されている｡ しかし,ここではそれははぶく｡

催芽 した種籾は田の持主の男が播 く｡ 播種時

には苗代は湛水 していなければならない｡ し

かし,播種後 3日たつと落水する｡ どの苗代

にも,その内周にそって幅20cm ぐらいの浅

い溝が掘ってあるが,この溝にも水がな くな
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るくらい落水 して しまう｡ 苗代はほとんど乾

いた状態になるのである｡ そして,この状態

で苗取りまで経過させる｡ いわば,半分陸苗

代のようなものである｡ 何故落水させるのか

と聞くと,三つの理由を挙げる｡ 第 1は昔か

らそうやっているからであり,第 2は落水 し

ないと苗が lu'mu'(弱い, 軟 らかい)にな

って葉先が枯れてしまうからであり,第 3に

は落水 しておかないと苗取りの時抜きにくい

か らだとい う｡

播種後 1カ月 ぐらいすると,苗代に水を少

し入れて宙取り (manrembll)をする｡ これ

は若い女が多勢で行 う｡ 百代にしゃがみ込ん

で,まるで畑の草をとるように苗をむしりと

ってゆく｡ そうして,一握りずつおいておく

と,他の一群の女が近 くの水溜りに運んで,

その根を洗い,すねや腕に打ちつけて泥と砂

を落す｡水が苗代にある時は水面に打ちつけ

る｡ こうしてきれいにされた宙は,樹皮で作

った即席の紐で直径 25cm ぐらいの束にしぼ

られる｡ この時,長大すぎる苗はその先が切

り落され,25cm ぐらいのものに揃えられる｡

こうした束は,やがて男によって天秤棒で田

に運んでゆかれる｡

成育中の苗はどれをみても,過密で極めて

発育が悪い｡肥料も10日目にウリアを少 し入

れるぐらいで一般にほとんどや らない｡ しか

し,百姓たちによると, これは意図的にそう

やっているのだという｡ここでは種子を播 く

時,一度播き,その上にもう一度重ね播きを

し, さらに最後にもう一度 その上-播種 し

て,意識的に厚播きにする｡ もし薄播きにす

ると,苗はみずみず しく肥って,必ずネズ ミ

のえじきになって しまうという｡ 線香宙だと

ネズ ミも襲ってこないから,わざと線香苗に

するのだというのである｡彼 らは,この三重

播きは海岸のラバ ッカンなどには知 られてい

ない山地独特の手法だという｡

植付け後
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最後の馬鍬であるサラガ･パ ッレバ が終 る

と,す ぐ植付けに入る｡ 植付けもまた共同作

業で行われることが多 く, 主として女 が行

う｡ 植付けは指で行い,植付け棒などは用い

ない｡ 1株に 3-4本の宙を 20-25cm 間隔

で 5株ずつ,うしろに下がりながら植えてゆ

く｡ 最初に田の長辺に平行にまん中に1列だ

けが植えられる｡ 正条植えは除草の便利のた

めに最近導入されたものである｡

植付け後 1週間すると落水 して, 3日間田

を乾かす｡ 植え付けた直後 の水は汚れてい

て,これは入れ替える必要があると考え られ

ているのである｡ こうして 3日間,田を乾か

したのち,再び湛水する｡この湛水はふつう刈

取 り期まで保たれる｡ 稲が黄や赤味 (ca'raト

la)を帯びて くると, また水を抜いて乾かす

(mabikasa')｡もっとも,乾田にすると雑草の

成長が旺盛になる｡

植付けが完了するとす ぐ柵作 りに入る｡村

の水田を全て柵で囲い込むのである｡一番端

に位置している水田の保有者 ないしは耕作

者が,柵を作る義務を負 う｡ 隣部落のマラカ

(Malaka)では柵を作 ってから田植えを行う｡

除草 (accapo)は分乗期に1度行 う｡ この時,

畦の草を竹- ら(pabarrasaりでそぐ｡ これは

ネズ ミが畦に巣を作るのを防 ぐためである｡

除草は稀に2回行う人もいる｡ このころ害虫

防除のための薬剤散布 を行う｡ この部落 で

は,この目的のための噴霧器の普及が驚 くほ

どよく行われている｡

刈取り (a'kattong)は穂摘み具 (pakkatto,

ジャワのア二 ･アこと同じ)で穂首だけを刈

る｡ 女たちが ここではカネジャ (kaneja)と

呼ばれるコテを手にはめて,大きなかぶり笠

を皿状に頭において収穫 してゆく｡ ふつう,

新品種の脱粒性の高い品種が入ると鎌が用い

られ,根刈 りになるものであるが,この部落

では75%が IR･42などの新品種であるにも

かかわらず, いまだに穂摘 みをして屋根裏
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(panakkang) に貯蔵する方法 がとられてい

る｡

ここの水田には本来裏作はなかった｡ しか

し,近年では一部の水田に大豆が裏作として

作 られるようになったし,また焼畑ができな

くなったので, トウモロコシを植えることも

行われる｡ ごく一部の水がかりのよいところ

では, 3毛作の行われるところもある｡ この

場合, 1月から5月までが稲, 6月から9月

までが大豆,そして10月から12月までが トウ

モロコシである｡

時差耕作

パ ンティムルンでは苗代はほぼ3段階に分

けて播種される｡早播苗代,中播苗代,晩播

苗代である｡そして,それらがそれぞれに団

地を作る｡ 早播苗代が播かれて20日すると中

播苗代が播かれ,さらに15日すると晩播苗代

が播かれるという｡1980/81年の場合,早播

苗代は12月16-17日 (新暦, 以下総て新暦)

に播かれた｡

特筆すべきことは,苗代だけでなく本田自

体がいくつかの地区に分けられ,各地区は決

まった作李を持っていることである｡ こうし

たことの行われる理由は,村人によると極め

てはっきりしている｡ 登熟期に入ってからの

稲を野獣から効果的に守るためである｡ ここ

は野豚が極めて多 く,猿 も多い｡昔は鹿も多

かったという｡ 彼 らにいわせると,刈取り前

の半月 ぐらいが勝負時だという｡ この時期に

は,村の総力を挙げて, こうした動物と対決

しなければならないのである｡彼 らは稲田全

体を厳重な柵で囲い見張 り小屋を建て,昼夜

兼行で見張りをする｡ 彼 らによると,この見

張りは一度に村の全ての田で行 うことは不可

能である｡ したがって,少なくとも水田を作

李の異なる3区に分け,それぞれの地区に刈

取 り前の半月ずつ,集中的な管理が行えるよ

うにするのだという｡ しか し,現実には作付

時期は降雨状況と各水田の水利とを計算に入

れて,湛水確保の難 しい圃場を優先的に行い,

濯鶴田は最後にまわすようなことになってい

る｡また,動員できる労働力に応 じて仕事を

進めてゆくような傾向もみられる｡ 柵作 りが

とかく最近おろそかになりつつあるのと軌を

一にして,伝統的なきっちりとした時差耕作

がくずれつつあるのかもしれない｡

稲作作業の中で最 も忙 しい仕事は,この柵

と見張り小屋作 りである｡早生地区では2月

後半には柵作 りが始まる｡晩生地区の植付け

は3月上旬まで続 く｡ だから, 2月後半か ら

3月上旬にかけては,女は田植え,男は柵作

りを行う｡柵作 りは3月, 4月が中心で, も

っぱら男たちの共同作業として行われる｡

深い山中で広大な森に囲まれて行う稲作で

は,何にも増 して獣害対策が重要である｡森

が消滅 し,農地が高密度で広がって しまった

日本などでは考えられない状況である｡柵に

よる防禦を確実にするために時差耕作とでも

いってよい方式を編み出し,村が全会一致 し

て, この申し合わせを守っている｡ こうした

ものをみていると,何かしら,ここは柵社会

とでもいってよいのではないかというような

気さえして くる｡ 少なくとも,それは私ども

が日本でなれ親 しんだ水利慣行にしぼられた

稲作とは全 く異質のものである｡

C) カラエン (karaeng) の田と姶耕祭

いい伝えによると,パ ンティムルン-の水

稲の導入は13-14世紀,の ちに この村 の王

になる カラエン･パ ンティムルン (Karaeng

Bantimurung)によってなされたという｡ そ

れ以前ここには焼畑の陸稲 しかなかった｡そ

のカラエンの田というのがこの集落に残って

いて,最後のカラエン在世中は毎年そこで田

植え始めの祭 りが行われていた｡カラエンの

田とその田植え始めの祭 りをみることは, こ

のあたりにおける最初の水稲耕作のありさま

を知る手かかりになろうかと考えるので,そ

のことについてふれてみる｡
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田植え始めの祭

一定の水田区画ごとに水田の耕起始めと田

植えの開始は儀礼的に決められており,それ

より以前に耕起,田植えを行うことは禁止さ

れている｡これは広 くブギス ･マカッサル人

の社会にみられることで,例えばシドラップ

(Sidrap) 県ではこの伝統を政府が利用 して,

濯親水導入後の作李の地域ごとの割当てを細

かく決定 している｡ また,マカッサル語でア

ッパ リリ (appalili)と呼ばれる始耕祭もその

ようなものの一つである｡ パ ンティムルンで

は,このけじめをつける祭 りが田植え始めと

して残っている｡2)現在はピナティ(pinati)と

呼ばれる祭司が毎年星をみて田植え始めの日

取りを決め,その水田区画に田を所有する村

人は, ピナティがその水田で田植えを終えて

からのち,初めて自分たちの田植えを行うこ

とができる｡

カラエンの制度が公式になくなった現在で

は祭田には村人が集まらなくなったが,昔は

カラエンの田植えの時には,モスク,水浴湯

で使者が何日に田植え始めを行 うと告 げ る

と,村人が当日祭田に集まり,何十頭という

水牛が一斉にサラガかけをし,その直後に女

性が田植えをした｡これらの仕事が始まる前

の行事の一つとして,カラエンの一家が儀礼

負 (songkoro')を祭田の傍 らで共食 し,水午を

屠って人々にふるまったという｡なお,戟前

には水牛でなく人の足による踏桝が伝統的に

この祭田で行われていたらしい｡すでに現在

では, いずれの祭田でも踏耕は行われな い

が,昔の祭田の一部で,分割相続された数筆

の水田は,泥深いためにいまでも踏耕 しか行

われていない｡

祭田の立地

2)もうーっ山奥のトンドンクラ (TondongKura)

では,昔はappaliliがここでもあり,ピナティ

が始耕条をして7日後に初めて一般の者が田仕

事を開始できたという｡
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カラエンの祭田は石灰岩低地の湿田の一つ

である｡もっともしかし,近年カラエンの田

は元の姿がかなり変えられた｡例えば,ある

カラエンの祭田では,そこに土砂が流れ込ん

でずいぶん水はけのよい浅い田になってしま

った｡また,やはり近年のことであるが,土

地利用が高度化されるとともに,田の近辺,

特に田中の樹木が切り払われて,全体的に木

のない明るい場所になった｡そのはかに社会

的な変化もある｡例えば,オランダ時代に祭

田が職田に指定された経緯や,それがカラエ

ン制度の廃止とともに土地所有 が細分化 さ

れ,祭田自体も相続,分割の対象となったよ

うな事実もある｡ こういう事実を頭の中に入

れて,現在の祭田の状況から,本来の祭田の

環境を推察,復元 してみると,それは次のよ

うなものになる｡

まず何よりも,祭田はうっそうとした林の

中にあった｡ しかもそれはふつうの林ではな

く,三方を石灰岩の急崖で囲まれた一種の地

の底のようなところである｡ まわりの急崖は

常緑の木や蔓で覆われている｡さらに,凹地

の中に点在 している石灰岩の小岩塊も常緑樹

で深 く覆われている｡こんな状態だから,凹

地は熱帯雨林の緑の中にできた落 し穴のよう

な格好になっている｡

最初の耕作としては,こうした中で点在す

る緩傾斜部に焼畑が行われたであろう｡落 し

穴の最底部は過湿すぎて駄目であるが,急崖

の裾に時に発達する崖錐は,陸稲,莱, トウ

モロコシ,イモ類などの栽培に利用されたの

であろう｡こういう焼畑耕作はかなり長期に

続いたと想像される｡

祭田の位置から判断すると,最初の水稲耕

作はこうした崖錐の焼畑地と直接関係してい

そうである｡ 一般に,崖錐の脚部は水で飽和

しており,時に湧水点をなす｡崖錐中を伏流

してきた水がここに疹出するのである｡こう

したところは土が年中軟 らかく,踏みつける
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とすぐ泥化する｡畦を築き,踏みつけさえす

れば,そこにはすでに水稲を植え付けるのに

は好適な状況が簡単に作 り出せる｡ さらに推

察を重ねると,おそらく当時導入された稲品

種は畑でも水湿地でも生きられるような稲で

あったのであろう｡ このことは,いまでも南

スラウェシにはそういう稲が散見できること

か らも想像できる｡こうしたいわば水陸両用

の品種は,この新 しく作 られた崖錐脚部の水

田でおおいに繁茂 しただろう｡ 想像するに,

その時稲は,たぶんはこの新開の水田から,

それより上位の焼畑-,あたかも連続するよ

うな形で作 られたに違いない｡

最初の水田がこの凹地の中でも最底部の沼

的なところに導入されたものでないことは,

この祭田地域のその後の水田の拡張をみてい

ても明らかである｡ 土地の人は祭田周辺につ

いては1筆ずつの開田時期をよくこ知っている

が,一般に,より沼的なところというのはほ

とんどが17世紀や18世紀など後世の開田であ

る｡ 要するに,開田は崖錐に近いところから

より低い沼地-広がっているのである｡

パ ンティムルン以外にも,このあたりのカ

ルス ト凹地にはカラエンの田 とい うのがあ

る｡ その一つは,約 1km束のエルタラッサ

(EreTallasa)であり,いま一つは 5km 東

のマニアンパ (Manyampa)である｡こうし

たところの状況も考え合わせると,カラエン

の田の立地については次のように一般化する

ことができる｡

ィ.石灰岩急崖の下の崖錐脚部に位置して

い る｡

ロ.その中でも特に大きな湧水,もしくは

湧水に濫溝された流れの近 くにある｡

-.水分は十分に供給 されるが, けっし

て, いわゆる沼的環境ではない｡ むし

ろ,緩傾斜の湧水点付近という位置を占

めている｡

最初の水田は上のような水文的環境を持つ

ところに, まわりを極めて深い森に囲 まれ

て, しかも型耕なしで行われたのであろう｡

かつて祭 田で行われたと思われるアポッチ

ャ耕作は,現在 で は祭 田の近 くの数筆にし

か残っていない｡しかし,1950年代までは,

まだ一般 の水 田にも時にみられたという｡

現在アポッチャを行う数筆は図 1に示 してあ

る｡

トii 畑と新田

石灰岩凹地の水稲耕作だけがパ ンティムル

ンの農業でないことはすでに述べた｡ほかに

畑と棚田がある｡

a) 価

いまでは焼畑は極めて少なくなってしまっ

ている｡ むしろ,常畑ないしは準常畑とでも

いうべきものが中心を占めている｡

常畑が発達するのには二つの立地がある｡

一つは先に議論 した石灰岩の崖錐のうち,漢

水点より上の高燥部である｡ いま一つは,凹

地中に亀の甲状に盛り上がった一種の小台地

の上である｡こうした畑地でふつうに作 られ

るものはトウモロコシである｡10月に播種 し,

1月に収穫する｡ そして,そのあとにはすぐ

鍬をかけ,大豆かもう一度 トウモロコシを作

る｡ いわゆる2毛作である｡

準常畑といっているものは,多 くは非石灰

岩の緩い赤土の斜面にあって,常畑より粗雑

な外観を呈する｡ トウモロコシが圧倒的に多

く,その中にサ トイモやキャッサバ,ショー

ガ,カボチャ,さらにはバナナ,パパイヤな

どが混作されている｡ こうした一見焼畑的な

作物の混在が,この準常畑を粗雑にみせる｡

準常畑】では,最初の2年ほどは トウモロコシ

を多 く作るが,やがてキャッサバとバナナが

多 くなり,草も多 く混入 してくるという｡ こ

うなると,またそこを新 しく開きなおし, ト

ウモロコシを植える, いわば一種の切替え水田

である｡
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以上のものとははっきり違った外観を呈す

るものに, 家の近 くの菜園がある｡ ここに

は,キャッサバ,サ トイモ,ナス, トーガラ

シ,ケ- トー,ネギなどの野菜のほかに,バ

ナナ,砂糖キビ,パパイヤなどが密に植えられ

ている｡この場合のキャッサバは葉を食うた

めの野菜である｡こうした作物が年中家のま

わりに緑を保っている｡ この菜園の面積はし

かし,それほど広 くない｡

畑を全体として見渡すと,このように,莱

のまわりの菜園には野菜を,そして離れた畑

にはトウモロコシを作るというのが基本的な

構成である｡ トウモロコシは若いものをその

まま食うこともあるが,ひき割りにして米と

混ぜて主食として食べる｡ 大豆はごく近年に

なって作 られるようになったものである｡ い

までもあまりここでは食われず,むしろ一種

の換金作物になっている｡

b) 棚田

ここで棚田といっているものは,火山岩や

砂岩,頁岩など,非石灰岩地帯に広がってい

る｡山腹を緩 く這い上がっていて,多 くの場

令,赤味がかった黄色の土壌を持っている｡

村人はふつう水田を,その水条件によって

タナ･バ ラン (tanabal礼ng) とタナ･ランコ

(tanarangko)に二分する｡前者は水持ちが

よく,たとえ干天が続いても,どこからか水

が集まってきて,かなり長い間湛水する水田

である｡一方,後者は雨が降ると一気に畦を

越す冠水があり, しばしば洪水害をさえ起こ

すのであるが,降雨が停止すると,早い場合

には数時間にして,おそくともト2日ののち

にはその水をなくして しまう田である｡そし

て,日が照 り続けると,すぐに地割れ(te'nge-

reりが起こる｡ おお ざっぱ にい うと,前者

はカルス ト凹地の湿田にあたり,後者はいま

ここで述べている非石灰岩地帯の棚田にあた

る｡

棚田でもその農作業は石灰岩凹地のそれと
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変 らない｡縦,槙に型をかけ,イサラで砕土

し,もう1度型をかけて,そのあとを馬鍬で

ならす｡ そして, その直後に指で植え付け

る｡ ただ,人々は湿田との違いを次のごとく

いう｡ 本来, 田植えは女だけの仕事である

が,そこでは男もしなければならないと｡ 何

故なら,このタナ･ランコ地帯では, 雨が降

ってもアッという間に水が引いて しま うの

で,短時間のうちに田植えを完了して しまう

必要がある,そのためには,なりふりかまわ

ず男も田植えに参加する必要があるのだと｡

こうした 棚田 はまた ガルン･バ ッカ (ga-

1ungbakka)とも呼ばれている｡新開田とい

う意味である｡その開田がいずれも極めて新

しいからそう呼ばれているのである｡ ところ

で,同行の Ohara氏 (郷土史家)によると,

このガルン･バ ッカはたとえいまから100年た

ったとしても, なおかつガルン･バ ッカでし

かありえないのだという｡ ガルン･バ ッカは

時間がたったというだけでは,一人前の水田

には入れてもらえないのである｡同氏による

と,厳格な意味における水田というのは例の

石灰岩凹地の湿田だけでしか な いのだ とい

う｡ 山地における,人々の水田というものに

対する潜在的なイメージを垣間みたような気

がした｡

ⅠⅠ ラバッカンの土地利用

ラバ ッカンは海岸平野に位置していて,稲

作と養魚と製塩を行なっている｡それは幹線

道路にも近 く,都会的でもある｡かくして,

その風景や生活の様子はパ ンティムルンのそ

れとは全 く異なる｡以下には,このラバ ッカ

ンの自然環境と土地利用について述べたい｡

ⅠLi 三角州の景観

パ ンカジェネ河は海岸にいたると,そこで

見事な三角州を広げる｡ 三角州の扇頂から海

岸までの距離は約 10kmである｡ ラバ ッカン
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はこの三角州が持つ数個の分流の一つに接 し

ている｡ ここは古い港町でもある｡ ラバ ッカ

ン以外にもこの三角州には,いくつかの古い

港が報告されている｡ 北からラバ ッカン,シ

アン (Siang),パチェロン (Paccelong)であ

る｡ いまの県都,パ ンカジェネは現在の本流

ぞいに位置している｡これ らの新,旧の港町は

いずれも似たような

立地を持っている｡

海岸部より5-6km

入り込んだ,感潮帯

の上限という位置で

ある｡おそらく,三

角州を流れる本流が

その河筋を変えるた

びに,港の位置は変

り, しか し,いつも

感潮帯上限という位

置を選択 し続けたの

であろう｡

地形的にみると,

パ ンカジェネの三角

州とその周辺は図 2

のよ うに分 類 で き

る｡すなわち,同河

川の分流網が支配す

るいわ ゆ る三 角州

と,河川よりも海が

より大きく支配する

擬海帯よりなる｡そ

して,これらの背後

に段丘 と丘 陵 が あ

る｡瀕海部で最 も典

型的なものは砂州と

潟であるが,その背

後に三角州との中間

的なものとして干潟

がある｡ 段丘は低位

段丘と高位.段丘に分

けることができる｡低位段丘は低平でほとん

ど傾斜がなく,まだ海岸平野という感 じがす

る｡一方,高位段丘になると,起伏が大きく

なり,その地表は赤土で覆われていて,むし

ろ丘陵の仲間という感 じになる｡

図3には同じ場所 の土地利 用 が示 してあ

る｡ ここには,水田,養魚池,塩田,マング

Ll beach

JJde･-a
[コ Lo- h-,rrace
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Eト ago｡n ≡ い da川 at

E≡] tldalcreek and ltS adJOlnLng lowland

巨頭 h･ghterrace 匪ヨ ･mestone monadnock

図2 パンカジェネ三角州の地形分類
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LJj sha=owly flooded r･ce f･eld ヒij deeplyflooded nce i.eld

[≡] brackish waterf･sh pond Eコ saltfarm [ヨ mangrove forest

EZ∃ r,ce-f･sh duトfungs･area ロコgarden trees 匿園 monadnock

冒 brush■and [コ see F.g4 / ma･n road

図 3 パ ンカジェネ三角州の土地利用
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ローブ･ニッパ林,薮 ･疎林,独立丘が識別さ

れている｡この土地利用図は,1960年ごろ撮

影の航空写真をもとに作製 したものである｡

この図からもわかる通り,海岸地帯の土地利

用の主たるものは,第 1が三角州高位部と低

位段丘上の稲作であり,第 2が三角州低位部

ならびに潟における養魚と製塩である｡ 以下

に,それらの土地利用の概要を示す｡

Ⅰトii 稲作

稲作の基本的な作業は,三角州上でも低位

段丘上でもそれほど変 らない｡ともに天水 1

期作である｡

a) 標準的な稲作作業

.=rITl..､

苗代は毎年決まったところに団地を形成 し

て作 られる｡ それは家に近 くて管理 し易いこ

とを第 1の条件とし,第 2に高位で水はけの

よいところという条件が求められる｡集中豪

雨で苗が冠水死することを恐 れ るか らであ

る｡ ふつう苗代には港鶴水の給水口はな い

が,排水用の落 し口は設けられている｡

苗代の地ごしらえは,11月の終りごろから

始められる｡ それは1回の型桝とその後の鍬

での砕土である｡12月中/∈引こなって,いよい

よ播種という時になると,人々は浅 く湛水 し

た田に入って,指を熊手のごとく用いて,そ

こに残っている草とその根を丹念にかき集め

て拾い出す｡ 草がとり去 られると, エッス

(esse)をかける｡ これは重いエブリで,パ ン

ティムルンのイサラに酷似 している｡ ココヤ

シの幹を130cm ぐらいの長さに切り,それを

二つ割りにし,そこに直角に竹の柄をつけた

ものである｡ しばしば,この上に石塊をしぼ

りつけて,適当な接地圧が生 じるようにして

ある｡ 3-4cm に湛水 した田で,これを手で

曳いて,均平化を行う｡ あとはそこに竹 ヒゴ

を立て,簡単に短冊型に区切り,落水 して,

催芽籾を散播する｡播種後には,たいていの

苗代は低い柵で囲い込まれる｡これは,鶏や

水牛が入り込むのを防ぐためである｡

発芽 した稲が 2cm ぐらいになると,初め

て浅 く水が溜められる｡これはその後,原則

として苗取りの時期まで貯えられるはずなの

だが,実際にはしばしば干上がってしまう｡

それでも百姓はあまり気にしない｡宙はこう

いう状態で30日ほど苗代におかれる｡

運 巨し

本田準備はまず型耕に始まるが,これは2

頭の水牛に曳かせて行う｡ふつう2アダワン

(adawan)3)を1単位として行 う｡ 大きい田だ

と,それを2アダワンずつに分割して仕事を

進めてゆく｡ 最初は長辺に平行にすくが, 1

日か 2日をおいて今度は短辺に平行にすく｡

型は耕作者からみて,土が右側に反転するよ

うに作 られている｡ 型床のほとんどない,マ

レー型のものであり,パジェコとかラッカラ

と呼ばれている｡

ラッカラで荒起こしをしたあとには,たっ

ぷりと水を入れてサラガかけが行われる｡こ

のサラガには長さ40cm ぐらいはある太い爪

が7本ほどついている｡この馬鍬がけは極め

て特異である｡これだけ長い爪が泥中に突き

ささるのであるから,これを曳 く水牛は大変

である｡2頭の水牛が力を合わせて曳いても,

せいぜい 40-50cm も曳 くと,もう土の重み

でこれ以上は曳けない｡そこで,耕患者はサ

ラガの爪を土中から引き抜いて,荷を軽 くし,

水牛が前進できるようにする｡ この爪を抜 く

動作は, しかし,サラガを持ち上げて行うの

ではない｡ここには斜め前方に突き出した 2

本の太い脚がついているので,これを支点と

して, 7本の爪を浮き上がらせるのである｡

支点を得るためには,耕患者はただそのまま

の姿勢で,サラガの- ンドルを急に前方に押

し出すだけでよい｡そうすれば水牛の牽引力

と合わさって, 7本の爪は浮き上がる｡ この

3)水牛が2時間かかって耕せる面積｡
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結果,40-50cm 曳き寄せ られてきて,小さ

く盛り上がった泥はそこに泥の小山を残 し,

サラガの爪はその上を通過することになる｡

通過 したとたんに,今度は-ンドルをうしろ

に引き,再び7本の爪を泥中に突きさすと,

それは再び泥を運ぶことになる｡ この動作を

繰り返すと,結果的には,枕状の泥の小山が

いくつもできるようになる｡

この作業は水牛にも人間にも大変な重労働

である｡水牛はもちろんサラガを思いきり曳

かねばならないのであるが,さりとて曳きっ

ぱなしということでは,とうてい体力が持た

ない｡かくして,人と水牛は呼吸を合わせ,

なるだけ無駄な力を入れないように工夫 して

作業を進めてゆく｡ このために,耕患者は一

つの小山を完成するごとに1節を終る歌を歌

い続ける｡そして,水牛はこの歌に合わせて,

思いきり曳いたり,休んだりするのである｡

この作業はマックンブン(mattambung)と呼

ばれている｡

サラガかけはこの 1回だけで終るわけでは

ない｡ 2-3日おいて, 今度は小山を谷に落

し込み,逆に小山であったところを谷にする

ように土を動かす｡ この作業 はマッギリン

(maggiling) という｡このマッギリンのあと

に,さらにもう一度全体を平 らにするための

サラガかけをする｡ これをマラッパ (malla-

pa) という｡ 最後 に足で 田面 を平 らにする

(malluta)｡これで本田準備は完了する｡

以上がふつうにみられる本田準備である｡

実際には個人差があって,必ずしも上の方法

ばかりが守 られるわけではない｡例えば,砕

土と均平化のためのエッスを極めて重用する

人がいる｡ あるいは,重労働のマックンブン

を敬遠 して,より短い爪の馬鍬を使用する人

もいる｡

植付けは現在では正条植えである｡植付け

間隔は土質によって意識的に変えられるが,

ふつうは25cm ぐらいである｡植付け後の除
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草は2回行う｡ 植付け後,4カ月 ぐらいする

と,穂摘み具で穂刈りする｡刈跡には水牛が

放牧される｡

以上,実際の農作業はラバ ッカンもパ ンテ

ィムルンもそれほど変るところはない｡ただ

し,それの行われている雰囲気にはずいぶん

と差が認められる｡ パ ンティムルンの場合,

ほとんどの作業は共同作業で行われ,極めて

張かである｡ これに対 して,ラバ ッカンの場

合,多 くの作業は家族労働か,極めて小さい

グループで行われる｡

b) 稲作の地区差

くわしくみてみると,上に述べた稲作作業

の標準型には地区差がある｡地区差の主なも

のは以下の通りである｡

塩害地区

塩害の危険のあるようなところでは,例え

ば,ロッダ (rodda)などという耐塩性品種が

用いられる｡ これは他の品種と違って,茎は

細いけれども極めて硬質であり,節 くれ立っ

ていて, まるで ヨシのように突っ立ってい

る｡ しばしば, 汽水養魚池に隣接する200-

300m 幅 ぐらいのところが,この品種で覆わ

れている｡ 異様な草形とその分布をみている

と,この品種はまるで,それより内側に広が

る普通稲のための防潮堤の役目を果た してい

るのかと思われるほどである｡

塩害が起こるのはふつう3月である｡ この

ころ,もし降雨が少ないと,田面に塩を吹き,

せっかく出た穂が白く変色 してしまう｡

_琴湛水地区

標準地区の場合,植付けは1月20日ごろに

はほぼ完了 してしまう｡ しかし,このころ,

まだ植え付けられていないところを子細にみ

てみると,そこには極めてはっきりとした一

つの傾向がみられる｡末植付け地区は,海岸

の養魚池に近い低地と,もう一つは低位段丘

や三角州上 に点在する凹地 にある｡ 要する

に,局所的な凹地であり,深湛水部である｡
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1981年の場合,こうした深湛水部は1月24-25

日ごろになって,30-40cm はあろうかと思わ

れる深い湛水中に, 50-60cm の長大稲が植

え始められていた｡それは周辺の標準的な圃

場が短い酉ですでに植え揃えられ,多 くは活

着 しているのと明瞭な対照をなしていた｡

水文的にみると,南スラウェシのこのあた

りでは,その湛水深は1月中旬をピークに,

それ以後は低下 してゆく｡ こういうことを考

え合わせると, 1月末になってか ら初めて行

われるこうした植付けというのは,一種の減

水期稲と解釈することもできる｡局所的な凹

地では, 1月初旬の植付けは,冠水死の危険

があって好ましくないのである｡ このように

考えてみると,南スラウェシの海岸地域の稲

作は次のように表現することができる｡ すな

わち,標準的な稲作は,まず雨季作といって

もよい｡ しかし,局所的な凹地には減水期稲

が散在 しているのだ,と｡

八一小二

苗代はふつう団地をなしていると書いた｡

しかし, これは必ず しも総てがその通りでは

ない｡農民たちの中には自分の持ち田の中に

苗代を勝手に作 っている者 もいる｡ こうした

苗代のことは,それを少 し広域にみてみると

面白い｡ パ ンカジェネ三角州より南 に行 く

と,ウジュンパ ンダ ン (UjungPandang)を

経てもっと南まで,圧倒的に団地型の苗代が

多い｡ 逆に北に行 くと, パ レパ レ (Pare-

Pare)までの間ずっと散在苗代が卓越する｡

要するに,パ ンカジェネ河口部がこの団地型

と散在型の漸移点にあたっているのである.

このことは,パ ンカジェネ三角州より南は

マカッサル人地区であり,北がブギス人地区

である, ということとうまく符号 している｡

先に標準型として記載 したものは,実はマカ

ッサルの型であったのである｡ ちなみに, ラ

バ ッカンはこのパ ンカジェネ三角州における

中心的なマカッサル人の町なのである｡ 周辺

には,ブギス人の集落も数少なくない｡そう

いうブギス人集落では散在型の苗代が多 くみ

られると考えられる｡

ついでに,より典型的な,あるいはより原

初的なと思われるマカッサルの苗代 の こと

を,ごく簡単につけ加えておこう｡ これは,

マロス (Mar°s) とウジュンパ ンダンとの間

でよくみられるものである｡ そこでは陸苗代

である｡ 水田をみおろす赤土の丘陵の傾斜畑

に散播苗代が作 られている｡

マカッサル人の稲作 とブギス人の稲作 とで

は,苗代以外の点ではあまり外見上の区別は

つかない｡田植えの男女分業は地域によって

異なるが, これも種族 差といえるの だ ろ う

か｡

ⅠLiii 養魚と製塩

a) 5種の代表的景観

瀕海部とその周辺には,養魚と製塩に関連

して次のような五つの景観がみられる｡

選 一

潟は海岸砂州背後に広がる通年湛水部であ

る｡もとから,植被のない水面であり,いわ

ば海の一部である｡ こういうところが堤防で

囲まれ, 1区画半 haから数 haの大きさの

魚池に作 られている｡ ラバ ッカン西北には,

この種の養魚池が広大に広がる｡

こういう広大な養魚池は,たいていラバ ッ

カンやウジュンパ ンダンの金持ちの所有にな

っていて,雇われた池番がその近 くに家を建

て,池の見張りをしている｡ 飼われている魚

はボル (bolu,ジャワでいう bandang,サバ

ヒイのこと) とェビである｡ 経営は先端的な

技術を駆使 して,大規模かつ企業的に行われ

ている｡ 稚魚が放たれる前には,池は前もっ

て排水され,薬剤で無用な雑魚や害虫が殺さ

れ,餌となる藻類を育てるために肥料が投入

されるといった具合である｡
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干甘

これは上記の潟の周辺に広がり,干潮時に

は干上がり,特に乾季には長時間水上に顔を

出す｡ こういうところは,元はマングローブ

やニ ッパで覆われていたところが多い｡ しか

し,いまでは一木一草ない｡

この干潟の標識的な土地利用は養魚 ･製塩

の二重機能4)か, 養魚 ･稲作 の二重機能 で

ある｡ 養魚 ･製塩の場合,雨季 には魚が飼わ

れ,乾季には塩が作 られる｡ この型が最 も典

型的にみ られるのは, ラバ ッカン西南 約 2

km にあるモ ンチョンポ リ(Moncomborit)で

ある｡

ここでは,50×60m2 ぐらいの池,A,B,

C がそれぞれ堤防で囲まれていて, この 3

区画で一組をなしている｡ 12月か 1月,Aに
体長 1cm そこそこの稚魚 (nener)が15,000

尾入れ られる｡ ここに1カ月お くと, 7-8

cm に成長 した若魚(bengoro)になる｡ こう

なると, この魚を綱で捕獲するか,あるいは

間門を通 して,Bの池に移す｡15,000尾入れ

た魚は, この時点では,ふつう10,000尾 ぐら

いになっている. こうしてBに移 した魚は,

そこに1カ月半 ぐらいおき, さらにCに移 し

て,また 1カ月半育てる｡ か くして,稚魚か

ら約 4カ月たつと,体長 30cm 近い成魚が

出荷可能になるO このA,B,Cの1セットの

池の場合, 1作での水揚げは約 3トンである

という｡ 稚魚を育て終 ったAの池には財力さ

え許せば,またもう一度別の稚魚を第 2期作

目として入れることも可能であるが,ふつう

はそうはしないという｡

一方,乾季になると, この 3区画が塩田と

しての1単位をなす｡A,B,C はその1辺

が,いずれも幅 3m の水路に接 している｡

さらに,その水路自体は幅 30m の河に連な

4)熟さない言葉であるが,現地で用いられている

dui-fungsiという語を,そのままはん訳したも

のである｡
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り,河は約 700m で海岸に出る｡要するに,

ここには海水が比較的容易に出入 りするよう

になっている｡塩作 りの時期になると,Aは

海水溜めに使われ,製塩はCで行われる｡ A

で海水を溜めて,そこである程度蒸発によっ

て濃縮 したものをBに送 り,さらにそこで一

層濃縮 させる｡ そして, それがCに送 られ

る｡ Cはちょうど短冊型苗代のように,その

床が,幅 2m ぐらいの高みと,幅 50cm ぐ

らいの溝になっている｡ 十分に濃縮された海

水 は最後に, この高みの上で塩 として析出さ

れるのである｡ 雨季中,魚が飼われている間

ら, この製塩用の高みと溝はそのまま残 され

ていて,それがサバ ヒイやエビの泳いでいる

下にはっきりとみえる｡

養魚にしろ,製塩にしろ,それ らを能率的

に行 うためには,各地区は潮が自由に出入 り

する水路に接 していなければな らない｡ こう

いうことのために, この干潟地区には,幅2-

4m の水路が縦横に掘 りめぐらされている｡

次に,養魚 ･稲作二重機能のものは,干潟

の中でも潮水の出入 りの難 しいところに多 く

み られる｡ 最 もふっ うなものは,水田の 4辺

を幅 2-3m,深さ1m ぐらいに掘 り,その掘

り上げた土で,溝の外側を囲う土手を築いた

ものである｡ ここはもともとがふつうの水田

であるか ら,溝で囲まれた中央部は雨季には

天水田として稲が植え られる0-万,溝の部

分は深 くて稲は植え られないが,魚を飼 うに

はちょうどよい｡ もちろん,魚は時に稲の植

え付けられているところにも上がってきて,

そこの餌をも食 う｡ か くして,雨季中は稲 と

魚が共存するのである｡ この種の溝では,雨

季中にエビは飼えない｡塩分がないか らであ

る｡サバ ヒイがせいぜいであり,多 くは淡水

性の雑魚である｡

乾季 になると稲田部分は乾いて しまう｡ し

か し,溝の部分には水を貯えることが可能で

ある. もし,水路で感潮河川に嘩ずるように
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してあれば,塩水を得ることさえ可能である｡

かくして,この時期また新たに,サバ ヒイな

どの魚を飼うことができる｡

!い･i

ここで砂州としているものは海岸に平行 し

た砂質の高みである｡ こうした上に時に水田

が開かれる｡ しかし,何分海に近 く,塩害の

危険は大きい｡

この砂州にも最近は魚 ･稲の二重機能が広

がっている｡ かつての水田に,その畦にそっ

て内側に例の溝を掘 り,その部分を養魚池と

して使用するのである｡ この場合,雨季には

サバ ヒイしか飼えないが,乾季にはサバ ヒイ

とエビの両方が飼える｡ 地盤こそ高いが,渇

に近 く,深い水路さえ掘れば,潮水を導入す

ることは容易だからである｡

砂州の場合は, しかしふつうは干潟のよう

に塩田としての利用はできない｡地盤が砂で

あるのと,地盤高が満潮位より高いから,何

らかの揚水施設を持たないかぎり,塩田への

導水ができないか らである｡

河筋とその周辺低地

海岸部には多 くの感潮河川が入り込んでい

る｡ こうした感潮河川の河筋には,いくつも

の トラップが据えられて,そこが重要な漁場

になっている｡ トラップは2種類のものがみ

られる｡ 一つは河口を越えて海中に据えられ

たエリである｡ これはビラ(bila)と呼ばれて

いる｡ ビラは竹でできていて,良さは100m

を超すものがある｡

河身部に入ってしまうと,エビ専門の トラ

ップがある｡上流に向けて, じょうご状に口

を開けた長さ 20m ぐらいのものである｡す

ぼまった下流端には,吹流 し状にふところの

深い綱がつけてある｡ この網は,ふだんは水

上に作 られた簡単な棚の上に乾かされている

が,下げ潮が始まると,水中におろされる｡

こうしておくと,速い流れに押 し流されたエ

ビが, じょうご状の壁を伝って網の中に入り

込むというものである｡このじょうごは大部

分がサラ･サラ (sarasara)と呼ばれるマング

ローブの枝で作 られているが,網に近い5-6m

のみは竹茸で作 られている｡このエビ用の ト

ラップはパ ンダ リアン (pandariang)と呼ば

れている｡

パンダ リアンは決まって,河の凹面になっ

た岸の近 くに建てられる｡ そこは水流 が速

く,エビが押 し流されることが多いからであ

る｡ そして, この網がおろされている時に

は, このパ ンダ リアンには白旗が立てられ

る｡ 航行する舟に注意を与え,吹流 し状の網

が舟に引っかけられないようにす るので あ

る｡

このほか,干潮時には,人々は, しばしば

河口部の浅瀬に出て赤貝を拾 う｡河筋はこう

して, 極めて重要 な漁場として機能 してい

る｡ 周辺低地はマングロ-ブ･ニッパ林と養

魚池の混在である｡ 多 くの場合,エビとサバ

ヒイの両方が飼える｡こうした土地利用の典

型的なものはライコン (Laikong)川にみら

れる｡

自然堤防最末端

三角州と干潟の境付近は,極めて込み入っ

た土地利用を示す｡ここは,自然堤防がまさ

に潟に没 しようとする最末端である｡この意

味では,陸と海との接点である｡具体的な一

例として,ここにはカンポン･ピアラ (Kam-

pung Piara)付近の様子が 図4に示 してあ

る｡

この図には,五つの地形区の上にのった八

つの土地利用 が示されている｡ (∋潟 の養魚

池,①干潟の養魚 ･稲作二重機能,③舟運路

に使われるバ ントアロク (Bantoalok)川筋,

④旧バ ントアロク川でいまは養魚池になって

いるところ｡そして,さらに自然堤防上のも

のとして次のものがある｡ (参水田, (重苦代

地,(裏屋敷地,(砂屋敷地養魚池である｡ここ

で屋敷地養魚池としているものは,屋敷地に
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図4 カンポン･ピアラ付近の土地利用

掘 り込まれた用水池である｡と同時に家のオ

カズ用の魚を飼っている｡ しばしば, こうし

た池のまわりには,ココヤシやマンゴーなど

の果樹が植え られ,また小さい菜園が作 られ

ている｡ 自然堤防の上は上記のように多方面

にわたる機能を有 しており,地元の人にいわ

せると,ここはど三角州上で価値の高いとこ

ろはないという｡

すでに述べたように,この三角州には,500-

600年の昔から古ラバ ッカン, シアン, パ チ

ェロンなどの港が開け,それ らが小 王都と

して栄えたといわれて い る｡ これらの古い

港はそれが栄えた当時,結局いまのピアラに

似たようなところであったので はなか ろ う

か｡こうした環境のところな ら,それは港と

しても, また生産 の場としても理想的 であ

る｡

b) 最近の変容

16世紀のシアン王国当時,すでにここには

養魚が行 われていたという (Ohara氏未発

表資料)｡ もっともしかし,当時の養魚が実

際にどの程度のものであったかは,いまのと
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ころ不明である｡ ラバ ッカンの郡長 (camat)

によると,1968年までは,養魚といってもそ

れはいわば,自然に入 り込んで くる雑多な魚

を囲い込んでいる程度にす ぎな かった とい

う｡ 養魚が今日のような組織的なものに発展

をとげるのは,いわゆ る BIMASプロジェ

ク トで改良養魚法の普及が行われるようにな

ってからだという｡上記のプロジェク トはこ

のあたりでは1969年に始まっている｡ この

時,いくつかのデモ ンス トレーション養魚池

が設けられ, 肥料と稚魚 とローンが導入さ

れ, 養魚技術 の革新 がもた らされたのであ

る｡

養魚技術の向上にとって, しかし,最も決

定的な意味を与えるようになったのは,1970

年に始まる大排水路の建設であったという｡

この時,パ ンカジェネ県では延長59kmの水

路が掘 られた｡ この排水路開削の結果,干潮

を利用すれば,干潟の大部分や潟の一部は,そ

れを干 し上げることができるようになった｡

これまでは通年湛水で手の施 しようのなかっ

たところが排水可能になり,それを踏まえて
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初めて薬剤や肥料の投入などの高度な技術の

導入が可能になったのである｡また,安定 し

た塩分濃度の確保も可能になった｡後者は特

にエビの商業的生産を可能 にした｡ か く し

て,1971年にはエビの稚魚が初めて導入され

る｡1974年には同県で初めて4トンのエビの

出荷が行われている｡ そしてそれは翌1975年

には20トンにはね上がり,その後 も増加を続

けている｡ 残念ながら, しかし,1981年現在

では生産過剰のために値 くずれを起こして し

まっている｡

養魚用排水路の掘削を軸にセットとして入

ってきた養魚技術 は, かくしてまたた く問

に,それまでの半自然的で,どちらかといえ

ば内水漁業に近かった養魚 を一 変 させて し

まうのである｡折 しも激増 していた都市での

魚需要は,この養魚業の組織的発展に拍車を

かけた｡ こうした養魚の発展は潟だけにとど

まらなかった｡サバ ヒイが儲かるとなると,

それまでの水田に例の溝がどんどん掘 られ,

いわゆる養魚 ･稲作二重機能区 が生 れて く

る｡

パ ンカジェネ河口には,すでにラバ ッカン

王国の昔から外国の大船が到来 している｡ 考

えてみると,ここはすでに大昔から外部に開

いた, したがって市場経済に敏感に変応する

ところであった｡この特性はいまも失われて

いないらしい｡ この河口の企業的な性格は,

今日では激増する養魚池というかたちで明瞭

に認められるのである｡

ⅠⅠⅠ パンカジェネ流域の土地利用

ⅠⅠⅠ-i 中間地胃の一例としてのパチュール

今日のパ ンカジェネ流域には,上流山地に

あるパ ンティムルンと下流三角州にあるラバ

ッカンの間に,その中間地帯というようなも

のがある｡ それは一種の新開地である｡ ここ

では,デサ･トンドン (DesaTondong)中の

カンポン･パチュール (KampungPacur)杏

例に,その様子をみてみたい｡

1950年以前

現在のパチュールは30戸の人家を持ち,棚

田が見事に発達 している｡ しか し,1950年以

前には,ここには人家も棚田もなかった｡そ

のころ,この土地は,ここより約 3km 東に

あるカンポン･トンドンに属する森林で, ト

ンドンの人たちによって トウモロコシと陸稲

を主体とする焼畑が行われていた｡9月から

10月にかけて薮払いと火入れを終え,11月に

トウモロコシを播いた｡1m 間隔 ぐらいに播

き, 1カ月 ぐらいして背が伸びると,その ト

ウモロコシの問に赤米を点播 した｡ トウモロ

コシは1月か ら2月にかけて収穫 したが,そ

のあとで稲は成長を続け,4月に収穫された｡

こうして1作すると,翌年はもうそこを放棄

してほかの場所に耕地を移 し, 3年後にはま

た元に帰るという方法をとっていた｡

本拠地の トンドン自体は16世紀からある古

い集落で,そこには古 くからの水田があり,

その土地利用のさまはパ ンティムルンのそれ

と同列に入るものである｡ 明らかに山型の土

地利用を持つ集落である｡

醍旦些嘩モ

1950年, カンポン･トンドンから初めて4

人の人が,のちにパチュールになるこの土地

に入植 してきた｡彼 らのねらいは,この焼畑

地に水田を開いて定着することであった｡ 入

植者たちは,1950年にかつての焼畑地に畦を

築き,水田造成作業を行なった｡ 彼 らは水田

造成の初年度から水稲を作 ることを考えた｡

しかし,これは成功 しなかった｡ 結局彼 らが

行なったことは,畦のある棚畑に乾籾を点播

したことである｡ 畦があるので,雨季の最盛

期には湛水 し,点播稲は水稲のように育った｡

ジャワで行なって い るゴゴ･ランチャ (gogo

ranca)と同じ栽培法を採用 したのである｡こ

の方法は3カ年続いた｡この新開田で,ふつう
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の水稲移植が行われるようになったのは1954

年からであった｡

最初の4人の入植後,それを見習う入植者

が漸次増加 した｡そして,1979年には,30戸

の村に成長 している｡ これらの後続者たちも

先着者たちと同じような手法で,次々とかつ

ての焼畑を棚田に変えていったのである｡

今日ここで行われている稲作は,すでに完

全な水稲技術のそれである｡すなわち,最初

に縦横各 1回の型耕,その後の牛に曳かせた

エッスによる砕土,続いて再度の型耕 1回,

そして最後に馬鍬がけである｡12月にこの本

田準備を完了 し,同月中に植えられるところ

が多い｡ 収穫 は4月 から5月 にかけてであ

る｡一部の田では裏作として縁豆やサツマイ

モが作 られる｡

今日の変化

ところで,1980年になって,この村はまた

急激にその人口を増やそうとしている｡ 政府

の移住計画にそって,辺境の集落からの入植

が押 し進められているからである｡すでに何

十戸かの入植者用の家が政府の手によって建

てられており,計画によると,近々50家族がこ

こに移転させ られるのだという｡計画ではデ

サ･トンドン中であまりに辺境に位置 して い

る2,3の小 集落 は,この際このパチュール

に集結 して,ここを立派な水稲集落に作り上

げようというのだという｡ この計画には種々

の問題もあって,現在の進捗状況は必ずしも

スムーズではない｡ しかし,それにもかかわ

らず,遠隔地の山村が道路ぞい-移動すると

いう潮流はすでに動き出している｡単に政府

がそういう決定を下 したというだけでなく,

大勢としては,すでに農民自身がそれを望ん

でいるからである｡

上のパチュールの例でもみたように,中間

地帯の特徴は新開水田の発生とその急激な拡

張である｡ すでにパ ンティムルンでガルン･

バ ッカ,すなわち新開田のことを述べたが,
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土地の人たちがガルン･バ ッカという言葉を

聞いた時,最初に頭に描 くのは,あのパ ンテ

ィムルンの棚田ではなく,この中間地帯の棚

田のことなのである｡ 中間地帯こそが,まさ

にガルン･バ ッカ地帯なのである｡

こういう視点に立ってみてみると,パ ンテ

ィムルンの非石灰岩地帯の棚田は,こういう

広範にわたる中間地帯の一部だと考えること

もできる｡あるいはまた,パ ンティムルンのよ

うな古い集落の近辺で起こり出した変化が,

いま急にこういう中間地帯といわれるところ

に広がり出した,と考えてもよいのかもしれ

ない｡

ⅠⅠLii 山地と海岸

この小論を閉じるにあたって,山地と海岸

の対照をいささか文化史的な観点からみてお

きたい｡

山地の本来の生産基盤は焼畑と湿田であっ

た｡ここでみられるものは古式であり,かつ

孤立的,自閉的ですらあった｡例えば,稲作

技術では例のアポッチャによる地ごしらえな

ど,極めて特異なものがみられた｡そのはか

多 くの稲作儀礼がみられる｡ これらは総て稲

作の古い発生と外部からの擾乱のない長い伝

統を想わせる｡ 中でも,田植えの日に貴族た

ちがカラエンの田で共食を行うのは,私には

トラジャ (Toraja)族の類似の儀礼を想い出

させて大変興味深い｡

ところで,ここでうかっにも孤立的,自閉

的という言葉 を用いたが, よく考えてみる

と,これは正 しくない表現のようである｡ 例

の共食が トラジャを連想させるといったが,

トラジャを連想させるものは共食だけではな

い｡ 蹄耕自体がそうである｡蹄耕といえば,

さらに,ブチピ(Tacipi)やボネ (Bone)台地

にも広 く分布 している｡5) 蹄耕 ほアポッチャ

5)このことに関しては,本特集中の古川論文 ｢南
スラウェシの稲作景観｣を参照されよ｡
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と本質的に同類とみてよいであろう｡ こうし

てみると,一見切り離されて,孤立 している

かにみえるパ ンティムルンの儀礼や農法も,

結局は山地にかなり普遍的に存在 している農

耕文化複合の一員ということになってくる｡

一方,海岸は古い港町の存在が端的に示す

ごとく,昔から外部に開いた空間であった｡

その地理的環境に支配されてであろうか,港

岸低地では稲作自体 も極めてコスモポリタン

な性格が強い｡例えば,早 くか らの型の使用

は証拠の一つとして挙げることができる｡ 2

頭の牛に曳かせるマレー型の構造といい,そ

れがラッカラと呼ばれる事実といい,この技

術がインド系技術の移入であることは確実に

想像がつ く｡

農耕儀礼がまたインド的である｡例えば,

ラバ ッカンにみられるパ リリ (pELlili)と呼ば

れる始耕祭の模様は次の通りである｡すなわ

ち,その日,王の家 (い までは郡長の家)を

出た一行は,カラシアロ (karasialo) と呼ば

れる一日王に導かれて,各種の宝物,什器を

捧げ持ち,約 1km 先の王の田に向かう｡ こ

の時,宝物,什器に混 じって,型と穂つきの

籾が運ばれてゆく｡そして,王の田にいたる

と,ここで一日王は型で田を3回す く｡ この

行事は,大陸部東南アジアに広 く分布するイ

ンド起源の始耕条と,その基本はほとんど変

らない｡こうして,海岸低地の稲作は,技術

といい儀礼といい,す ぐれてインド的なので

ある｡

以上のようなことを考えてみると,私は次

のような結論を下 してみたくなるのである｡

すなわち,山と海との対置は,固有のマレー

型農耕文化と,インド型農耕文化との対置と

してとらえることができるのであると｡ いさ

さかの危険を承知でさらにつけ加えると,前

者は踏耕,移植稲作を中心とした農耕文化で

あり,後者は型耕を軸とした農耕文化である

ということにもなるO 過去数十年の朗著な変

化は, こうした二つの農耕文化の問で,後者

の諸要素が前者の地域をも大幅に席巻 してい

るということである｡
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